
技術・家庭科シラバス（第１学年） 

指導の方針 

○基礎的・基本的な知識及び技能の習得をめざして 

体験的な授業、繰り返し学習を重視するなど，個に応じた指導を発達の段階に

応じて徹底して習得させ、基礎的・基本的な知識・技能を習得させる。 

 

○思考力・判断力・表現力その他の能力の育成をめざして 
小グループでの話合いを通して言語活動の充実を図る。 
図や計画表などを使い、表現活動も充実するような課題を設定する。 

 

○学習意欲の向上や学習習慣の確立をめざして 

新授業六束を徹底させ、チャイム前着席や提出物、学習規律の確立を図る。 

生徒の工夫し創造する力を高められるよう個が活かせる授業の設定や掲示の充

実を図る。 

 

評価の観点と評価規準 

評価の観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

評価規準 ・生活や技術に関する基

礎的・基本的な知識を身

につけ、生活と技術との

かかわりについて理解し

ているとともに、適切に

作品作りを行うことがで

きる。 

生活について問題を見出

し、課題を見つけ、その解

決を構想し、実践を評価・

改善し、考察したことを論

理的に表現するなどして

課題を解決する力を身に

付けている。 

生活や技術について課題

解決に主体的に取り組ん

だり、振り返ったり改善し

たりして、生活を充実向上

するために、工夫し創造

し、実践しようとしてい

る。 

評価資料 ・テスト 

・ワークシート 

・レポート 

・ワーク 

・作品 

・実習の様子 

・テスト 

・ワークシート 

・レポート 

・ワーク 

・授業や実習の様子 

・テスト 

・ワークシート 

・レポート 

・ワーク 

・授業や実習の様子 

評価の方法 ・定期テストの結果を評

価する。 

・ワークシート、ワーク、

レポートの記載内容を

評価する。 

・製作品の出来を評価す

る。 

・実習中の実技の能力を

評価する。 

・定期テストの結果を評

価する。 

・ワークシート、ワーク、

レポートの記載内容を評

価する。 

・授業中の言動を評価す

る。 

・定期テストの結果を評

価する。 

・ワークシート、ワーク、

レポートの記載内容を評

価する。 

・授業中の言動を評価す

る。 

 



評価と評定の関連 

※評定（５段階）は、各観点の評価（A〇
マル

＝５点、Ａ＝４点、Ｂ＝３点、Ｃ〇
マル

＝２点、 

Ｃ＝１点）をもとに算出します。評価と評定の関連は、下表（例）のとおりです。 

各観点の組合せ 合計点数 三観点の組合せ 合計点数 三観点の組合せ 合計点数 評定 

A〇
マル

 A〇
マル

 A〇
マル

 15点 A〇
マル

 A〇
マル

 A 14点   ５ 

A〇
マル

 A A 13点 A A A 12点 A〇
マル

 Ｂ Ｂ 11点 ４ 

A Ｂ Ｂ 10点 ＢＢＢ 9点 Ｂ Ｂ C〇
マル

 8点 ３ 

Ｂ C〇
マル

 C〇
マル

 7点 C〇
マル

 C〇
マル

 C〇
マル

 6点 C〇
マル

 C〇
マル

 C 5点 ２ 

C〇
マル

 C C 4点 C C C 3点   １ 

学習内容と指導のめあて （1年） 

 月 学習内容 指導のめあて 

家

庭

分

野 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 

１１ 

１２ 

１ 

２ 

３ 

 

 

 

 

家庭分野ガイダンス 

 

【家族・家庭生活】 

【衣食住の生活・衣生活】 

・衣服の手入れと補修 

 

  宿題：洗濯・家の手伝い 

・生活に役立つ物の製作 

  ブックカバーの製作 

 

 【衣食住の生活・住生活】 

・住まいの働きを知る 

・快適・安全な住空間 

 

 

・技術・家庭科の教科としての特徴を知る。 

・小学校の学習を振り返り 3年間を見通した課題を立て

る。 

・自分の成長と家族や周囲の人びととのかかわりを理解

する。 

・衣服と社会生活とのかかわり、目的に応じた着用や個

性を生かす着用の工夫ができる。 

・日常着の手入れができる。 

・「洗濯」を休み中の課題として取組みをする 

・身に付けた技能を活用し、安全で効率よく布を用いた

物の製作ができる。 

 

・これからの自分と家族をよりよくする方法を考える。 

・家族の成長や住まい方を知る。 

・掃除を課題として快適な住空間の整える取組みをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 月 学習内容 指導のめあて 

技

術

分

野 

１０ 

１１ 

１２ 

１  

【エネルギー変換に関する技術】 

・生活や社会とエネルギー変換の

技術 

・エネルギー資源の利用 

・電気の利用 

・運動の利用 

・エネルギー変換による問題解決 

【生活に役立つライトをつくろ

う】 

・これからのエネルギー変換の技

術 

・生活の中にあるエネルギー変換の技術を見つ

けよう 

・エネルギー変換と利用について知る。 

・電子部品を利用して、生活に役立つ回路を考

え、作品の設計をする。 

・電子部品の回路を製作し生活に役立つ作品を

製作できる。 

・電気工具を適切に使い、組み立てができる。 

・電気機器の保守点検の技能を身に付ける。 

・生活の中にあるエネルギー変換の技術を見つ

けよう 

・エネルギー資源について知ろう 

・燃料について知ろう 

・運動の利用について知ろう 

・機械の保守点検と部品について知ろう 

・発電と送電について知ろう 

・電気エネルギーの変換について知ろう 

・電気回路について知ろう 

・電気機器の扱い方を知ろう 

・生活に役立つライトをつくろう 

・製作品と社会を結びつけよう 

・製品の未来を提案しよう  
２ 

３ 

【情報に関する技術】 

・生活や社会と情報の技術 

・情報とコンピュータ 

・情報の表現と伝達 

・計測制御による問題解決 

【生活に役立つシステムをつくろ

う】  

・生活の中にある情報の技術を見つけよう 

・コンピュータの仕組み、構成と装置について

知ろう 

・コンピュータを自動で動かす仕組みを知ろう。 

・処理の仕組みを知ろう。 

・情報のデジタル化とその特徴を知ろう。 

・生活に役立つシステムを作ろう 

１年生は前期に家庭科、後期に技術を行います。家庭科の通年の評価を２学期に記載し、技術の

通年の評価を３学期に記載します。１学期の評定の記載はありません。 

 


